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m × o と =れより 3 n - 4m+2> Oが従うので
mimt 1 ,

3 n - 4m+2 のいずれも 24 . 3 - 11 . 23 の正の約数である
。

そしてmimtl は 連続する2整数なので、一方は奇数であり、

24. 3 . 11 . 23 の 正の約数のうち奇数であるものは 、
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,
69 , 253 , 759 のみであるので mrml の 一方 はこれらの

うちの 1つと一致する

これと
,
msm (m+l )(3h- 4 m-2) =24311 , 23 < 11 " より M≡ 110であり、

さらに
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. 68 . 70 は 24 . 3 . 11 .23の 正の約数でないことに注意すれば
m = 1 , 2 ,

3
.
11 . 22 ,23 が必要となる 。

( ; ) m = 1 のとき n = 2026 となり適

( ; ; ) m =2 のとき n = 678 となり 適

( iij)m= 3 のとき n =342 となり 適

( iv) m = 77のときい
= 46 となり 敵

(V ) m =22のときり= 38 となり適、

(vi ) m =23のとき n = 号 となり 適
∵ 以上 より (min ) = ( 1 , 2026 ) , (2 , 678) ,(3 ,342 ) , ( 11 .46 ) ,(22 ,38
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第 5問
nを 3以上の奇数とする。円に内接する正 n角形の頂点から無作為に相異なる 3点を選んだとき，その 3点

を頂点とする三角形の内部に円の中心が含まれる確率 pn を求めよ。
n = 5とする. n個の頂点に反時計回りに P1, P2, . . . , Pn とラベルをつける. 3点を頂点とする三角形が円

の中心を内部に含まないことは, ある中心を通る直線 `が存在して 3点が `に関して同じ側にあることと同値
である. `で区切られた円弧において, 3点を反時計回りに A, B, C と定める. この定め方は `の取り方には依
存せず, 3点の組に対して一意に定まる. Aが Pn であると仮定する.
k = n�1

2 とおく. B = Pb, C = Pc であるとすると, 三角形 ABC が O を含まないことから 0 < b < c 5 k

である. このような b, cの選び方は kC2 通りなので, Aの位置が n通りあることに注意すると求める確率は
pn = 1� nkC2

nC3
= 1� 3(n� 3)

4(n� 2)
=

n+ 1

4(n� 2)

である.
n = 3のとき, p3 = 1であり, n = 3のときも pn =

n+ 1

4(n� 2)
は成り立っている.
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